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令和4年3月 No.174

3月の休診・代診について
休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、

地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで

（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL:0725-41-3150（直通）

FAX:0725-41-2513 (直通）

TOPIC

～ 専門・認定看護師のご紹介 ～

令和3年度 第6回 和泉市立総合医療センター

クリニカルカンファレンスの開催

日 時：2 0 2 2年 3月 2 4日（木）17：30～18：30

1．『 アトピー性皮膚炎 』
和泉市立総合医療センター 皮膚科 岡林 綾

2．『 病理診断を有効に利用していただくために 』
和泉市立総合医療センター 病理診断科 特別顧問 覚道 健一

地域連携センター
予約受付時間

2021年度

緩和ケアチーム学習会のご案内

日 時：2 0 2 2年 3月 1 1日（金）17：30～18：30

テーマ：1）終末期の患者・家族との関わり

2）退院支援の実際

講 師：1）緩和ケア認定看護師 岩谷 理佳子

2）医療ソーシャルワーカー 城戸 愛美

お仕事紹介

大切にしていること

認定看護師を目指したきっかけ 医療関係者のみなさまへ

一般病棟と感染管理部門の業務を兼任しています。専従の感染管理認定看護師と協力して、感染に関わるデータを集積して

分析し、国や大阪府の指標を基に感染対策マニュアルや環境作りを行っています。また、病棟業務を通して患者さん・職員に

感染対策できるよう知識の教育や実践できるような指導、問題を抱えている方々からの相談対応を行っています。

看護師として10年近く勤め、患者さんがよりよく過ごすため

には多職種との連携が大事だということを学びました。先輩

である専従の感染管理認定看護師がさまざまな部門と調整

する姿をみて、自分も同じ仕事をしてみたいと考え目指しま

した。

何事もプラス思考で行動するようにしています！

Covid-19感染症により医療体制が大きく変化し感染

対策はさらに重要になっています。

地域の皆さんと一丸となって感染対策を広めていくこ

とができるよう活動したいと考えています。ご協力をよ

ろしくお願いします。

和泉市内の小中学校へ出張講演会に行ってきました！

川口 いずみ 助産師

妊娠出産を学び

いのちのおもさ

を考える

いのちの授業 職業講和

森 佳恵 看護部教育責任者

看護師の仕事内容、体験談、

進路について

坂東 賢二 小児科部長

肥満のこどもたちと
関わるなかで分かって
きたこと
～動機づけ面接を中心に～

食物アレルギー
エピペン講習会

上角 亮介 小児科医師

アナフィラキシーショック

対応の指導

児童対象 生徒対象 教職員対象 教職員対象

感染管理認定看護師

松田 悟



腫瘍内科のご案内

2020年がん診療実績

和泉市立総合医療センター

腫瘍内科 部長 津谷 あす香（つや あすか）
〈資格〉
医学博士 / 日本内科学会認定内科医 / 日本臨床腫瘍学会指導医
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医 / 日本呼吸器学会専門医

※完全予約制です ☆は女性です外来担当医表

月 火 水 木 金 土

午
前

益田 長谷川 中野（雄） 佃 ☆大田

交代制
（予約制）
（第2・4週）

☆松井
（再診） 林（秀） 岡部 ☆津谷 米阪

杦浦

疾患名 症例数

肺がん 566

大腸がん 88

胃がん 86

肝胆膵がん 51

乳がん 49

食道がん 26

原発不明がん 5

その他 186

計 1,057

肺がん

54%

大腸がん

8%

胃がん

8%

肝胆膵がん

5%

乳がん

5%

食道がん

2%

原発不明がん

0.5％

その他

18%

延外来患者数：11,272人 入院患者数 ：1,057人

早春の候、皆様におかれましては、ますますご清

祥のこととお喜び申し上げます。

腫瘍内科は前病院である和泉市立病院時代か

ら、和泉市立総合医療センターに新設移転し現在

に至るまで、関連他科とも協力し、和泉市、泉州地

域の患者さんが安心して適正ながん医療を受け

て頂けるよう体制を整えて参りました。また、日本臨

床腫瘍学会がん薬物療法専門医・指導医が多数

在籍し、日本緩和医療学会緩和医療認定医・研

修指導者も在籍していることから、研修医やがん

薬物療法専門医を目指す若手、緩和医療専門医

を目指す若手～中堅医師の育成にも注力しており

ます。2011年大阪府がん診療拠点病院（府指

定）に指定されてからも病院をあげての体制整備

を行い、2021年4月1日には地域の皆様のご協

力、ご支援を頂いた結果、国指定地域がん診療連

携拠点病院の指定を受けることができ、がん領域

における内科治療を牽引すべく尽力しております。

当科は肺がん、消化器がんを中心に、肉腫、原

発不明がんを含む悪性腫瘍（血液腫瘍を除く）と

診断された患者さんの内科治療を行っております。

また、診断時から緩和ケアを平行して行いながら

科内カンファレンス及び他科・多職種が参加して

行うキャンサーボードにて患者さん毎に最良と考え

られる治療方針を検討し、免疫チェックポイント阻

害剤を含む各種化学療法や放射線科と連携した

化学放射線治療を提供しております。

最近のご報告と致しましては、当院は2021年8

月に厚生労働省より「がんゲノム医療連携病院」

に指定されました。指定以前は遺伝カウンセリング、

がん遺伝子外来を運用しながら、近畿大学病院と

連携し遺伝子パネル検査の実施依頼をしておりま

したが、指定後は当院での遺伝子パネル検査の

実施が可能となり、当院でも遺伝子パネル検査及

びがんゲノム医療を開始しております。また、他施

設とも連携し、治験治療や臨床研究といった最先

端の治療にも積極的に取り組んでおりますのでお

気軽にお問い合わせ、ご紹介頂ければありがたく

存じます。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

腫瘍内科 部長 津谷 あす香

疾患名 症例数

肺がん ４６９

胃がん １４５

大腸がん １５０

乳がん ８９

肝・胆・膵がん １２０

婦人科がん ９９

泌尿器がん ３５

白血病 １２７

悪性リンパ腫 １４７

多発性骨髄腫 ６３

その他 ７１

総数 １,５１５

■ がん薬物療法のべ患者数 （がんセンター）

疾患名 症例数

肺がん １,１７５

胃・食道がん ４８２

大腸がん ５８２

乳がん ４９５

肝・胆・膵がん ４５６

婦人科がん ３４５

泌尿器がん １２３

造血器腫瘍 ６９６

その他 １３４

総数 ４,４８８

■ 外来化学療法件数 （がんセンター）

婦人科がん：子宮頚部、子宮体部、卵巣など
泌尿器がん：腎、腎盂・尿管、膀胱、前立腺など
白血病：急性白血病、慢性骨髄性白血病・骨髄増殖
性腫瘍、骨髄異形成症候群など
その他：食道、消化管間質腫瘍、頭頚部、悪性中皮腫、悪性黒色腫、脳腫瘍、原発不明など

造血器腫瘍：白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫など

緩和ケアに関する実績 ２０２０年

緩和ケアチーム新規介入患者数 １７９

緩和ケア病棟入院患者数 ２３６

■ 入院実績 ■入院疾患割合

治療対象

進行再発がんの方で、がん薬物療法の適応となる疾患ならびに病態の方

1.がんに対する病理組織診断がついている。

2.主治医からがんであることの説明を受けている。

3.外来通院治療の可能な方

4.ご本人ががん薬物治療を希望している。


